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川
根
本
町
商
工
会
青
年
部
婚
活
イ
ベ
ン
ト

川
根
本
町
商
工
会
青
年
部
婚
活
イ
ベ
ン
ト

◦
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

　
1
対
1
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
「
人
間
回
転
ず
し
」

　
接
岨
湖
で
の
カ
ヌ
ー

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

◦
実
施
日　
平
成
30
年
9
月
8
日
（
土
）

◦
会　
　
場　
接
岨
湖
／
も
り
の
い
ず
み

◦
参
加
費　
男
性 

５
千
円　
　
女
性 

無
料

◦
対　
　
象

　
男
性
女
性
と
も
に
20
歳
～
45
歳
ま
で
の
未
婚
者　
各
15
名

◦
受
付
場
所

　
男
性　
も
り
の
い
ず
み

　
女
性　

 

川
根
本
町
役
場
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
（
受
付
会
場
よ
り
会
場
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

◦
応
募
締
切　
平
成
30
年
８
月
20
日
（
月
）

◦
留
意
事
項　

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
お
酒
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
車
で
ご
参
加
さ
れ
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
】
川
根
本
町
商
工
会
青
年
部
事
業
局
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観
光
商
工
課　
☎（
58
）７
０
７
７

望
月
孝
之
さ
ん
が
観
光
功
労
者
表
彰
を
受
賞

望
月
孝
之
さ
ん
が
観
光
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
６
月
18
日
に
開
催
し
た
公
益
社
団

法
人
静
岡
県
観
光
協
会
の
総
会
に
お

い
て
、
望
月
孝
之
さ
ん
（
出
身 

大

間
区
）
が
観
光
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
望
月
孝
之
さ
ん
は
、
平
成
12
年
か

ら
現
在
に
わ
た
る
ま
で
、
寸
又
峡
美

女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

の
代
表
理
事
を
務
め
、
平
成
12
年
か

ら
17
年
間
に
わ
た
り
、
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
長
（
合
併

前
は
旧
本
川
根
町
観
光
協
会
長
）
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
長
在
任
中
に
は
、
平
成
18
年
に

開
始
さ
れ
た
『
和
紙
の
あ
か
り
展
』
の
開
催
に
あ
た
り
、
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
地
域
の
結
束
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
で
は
風
情
豊

か
な
温
泉
地
の
行
事
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
井
川
鐵
道
と
の
連
携
に
よ
り
、
井
川
線
の
奥
大
井
湖

上
駅
で
の
結
婚
式
を
計
画
・
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奥
大
井

湖
上
駅
は
静
岡
県
の
エ
ン
ゼ
ル
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
認
定
さ
れ
、「
恋

錠
駅
」、「
幸
せ
を
呼
ぶ
鐘
」
の
設
置

な
ど
様
々
な
仕
掛
け
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
幅
広
い
人
脈
を
活
用
し
て
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
多
く
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
さ
せ
、
川
根
本

町
の
観
光
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川勝知事から感謝状が贈られ
ました

受賞者の皆さんと川勝知事

農
林
課　
☎（
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）２
２
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農
業
を
経
営
す
る
皆
様
へ

平
成
平
成
3131
年
１
月
か
ら
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

年
１
月
か
ら
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る「
収
入
保
険
」が
始
ま
り
ま
す
！

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る「
収
入
保
険
」が
始
ま
り
ま
す
！

●
自
然
災
害
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
る
収
量
減
少　
●
市
場
価
格
の
低
下

●
災
害
に
よ
り
作
付
不
能　
●
け
が
や
病
気
で
収
穫
が
で
き
な
い

●
倉
庫
が
浸
水
し
て
売
り
物
に
な
ら
な
い　
●
取
引
先
が
倒
産

●
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故　
●
輸
出
時
の
為
替
変
動　
な
ど

　
　
収
入
保
険
は
様
々
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す
!!

　
※
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
が
対
象
で
す
。

Ｑ　
ど
の
く
ら
い
の
補
て
ん
に
な
る
の
？

Ａ　

 

基
準
収
入
1
千
万
円
の
場
合
、
保
険
期
間
の
農
業
収
入
が
９
０
０
万
円

を
下
回
っ
た
場
合
に
補
て
ん
さ
れ
ま
す

（※）
。

※ 

掛
捨
て
の
保
険
方
式
の
補
償
限
度
80
％
と
掛
捨
て
で
は
な
い
積
立
方
式

の
補
償
幅
10
％
で
加
入
し
た
場
合
で
す
。

Ｑ　
掛
金
は
い
く
ら
く
ら
い
な
の
？

Ａ　
基
準
収
入
1
千
万
円
の
場
合
、
30
・
3
万
円
で
す

（※）
。

☆ 

掛
捨
て
の
保
険
料
7.8
万
円（
保
険
料
率
1.08
％
）、
掛
捨
て
で
は
な
い
積

立
金
22.5
万
円

※ 

掛
捨
て
の
保
険
方
式
の
80
％
と
掛
捨
て
で
は
な
い
積
立
方
式
10
％
で
加

入
し
た
場
合
で
す
。
保
険
料
は
50
％
、
積
立
金
は
75
％
の
国
庫
補
助
を

適
用
し
た
金
額
で
す
。

※
保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
、
翌
年
保
険
料
率
が
下
が
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
事
務
費
2.2
万
円
（
国
庫
補
助
50
％
あ
り
）
が
別
途
必
要
で
す
。

◆
各
種
試
算
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
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t
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p
:
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/
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i
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n
k
o
k
u
r
e
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o
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j
p
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【
問
】　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
県
中
部

　
　
　
　
本
所　
島
田
市
道
悦
５
―
３
―
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建
設
課　
建
設
事
業
室　
☎（
56
）２
２
２
７

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
――
００（
倒
壊
ゼ
ロ
）

（
倒
壊
ゼ
ロ
）
総
合
支
援
事
業

総
合
支
援
事
業

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
―

０
」
と
は
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
お
い
て
建
物

倒
壊
被
害
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
た
耐
震
化
事
業
で
す
。

　
ご
自
分
、
ご
家
族
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
や
必

要
な
耐
震
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇主な内容
わ が 家 の 専 門 家
診 断 事 業 専門家による耐震診断が無料で受けられます。

木造住宅補強計画
策 定 事 業

補強箇所、工事費を検討する補強設計に対し
て、費用の一部を補助します（上限：通常
96,000円 高齢者のみの世帯144,000円）。

木 造 住 宅 耐 震 化
補 強 事 業

補強計画に基づいた耐震補強工事費用の一部
を補助します。基本額60万円＋加算あり（上
限50万円）。

が け 地 近 接 危 険
住 宅 移 転 事 業

がけ地の崩壊などにより生命に危険をおよぼ
すおそれのある区域にある住宅を、町内の安
全な場所へ移転する場合、危険住宅の除去に
要する経費および住宅の建設、購入、土地
の取得などにおける借入金利子の支払いに
要する経費の一部を補助します（補助限度
額 は、 住 宅 の 除 去：802,000円、 住 宅 の 建
設または購入：4,570,000円、土地の取得：
2,060,000円、敷地造成：597,000円）。

ブ ロ ッ ク 塀 等
撤 去 事 業

道路に面した、倒壊の恐れのあるブロック塀
の撤去費用の一部を補助します(上限10万円)。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


